
生殖補助医療技術教育カリキュラム
標準化懇談会設立シンポジウム
生殖補助医療技術教育カリキュラム
標準化懇談会設立シンポジウム
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参加無料
メールでの事前登録をお願いします。

（当日参加も可能）

登録方法はARTセンターの

ホームページをご覧ください

http://artc.ccsv.okayama-u.ac.jp/

13:30 ~16:00 
（13:00 開場）

ART教育の
明日を考える

平成 29年

1　22月 日日

フクラシア品川クリスタルスクエア

プログラム
3 階 3I 会議室 ( 東京都港区南 1-6-41)
JR 品川駅 港南口より徒歩 8分

ARTの歩み
　堤 治（国際医療福祉大学大学院 教授）

家畜繁殖学分野のARTに対する貢献
　細井 美彦（近畿大学大学院 教授）

国際医療福祉大学におけるART教育
　猪鼻 達仁 （国際医療福祉大学大学院 講師）

ART教育カリキュラム標準化に向けて
　舟橋 弘晃（岡山大学大学院 教授）

総合討論

1　221　22月1　22
世界初の体外受精による生誕から まもなく40年
わが国は世界一の生殖補助医療（ART）大国になりました
技術の発展とともに，ARTは新たなステージに入ろうとしています
本シンポジウムでは，ARTのこれまでの “教育”（教育機関，院内教育）
とこれからについて考えます
胚培養士を養成（または計画）されている教育関係者，
ARTに携わっている方々のご来場をお待ちしております
生殖補助医療技術教育カリキュラム標準化懇談会についてもご案内いたします

座長　中塚 幹也（岡山大学大学院 教授）
　　　三谷 　匡（近畿大学大学院 教授）




